繊巧 細 弱なる 文学 は 端な く 江湖の 嫌 厭 を 招きて、 異 

しきまでに 反動の 勢力 を 現 はし 来りぬ。 愛山 生が 徳川 

時代の 文豪の 遺風 を 襲 ひて、 「史論」 と 名く る 鉄槌 を 揮 

ふこと になり たる も、 其の 一 現象と 見るべし。 民 友 社 

をして 愛山 生 を 起た しめたる も、 江湖 をして 愛山 生 を 

うつ HS— つ 

迎 へしめ たる も、 この 反動の 勢力の 欝 悖した る 余りな 

るべ し。 

反動 は 愛山 生 を 載せて 走れり。 而 して 今や 愛山 生 は 

反動 を 載せて 走らん とす。 彼 は 「史論」 と 名く る 鉄槌 

しき 

を 以て 撃砕すべき 目的 を拡 めて、 頻りに 純文学の 領地 

ほしい ま、 

を 襲 はんとす。 反動 をして 反動の 勢 を 縦 にせし む 



事業に して、 或は 大に 世界 を 震 ふこと あるな リ。 

天下に 極めて 無言なる 者 ぁリ、 山岳 之な リ、 然れど 

も 彼 は 絶大の 雄弁家な リ、 若し 言 の 有無 を 以て 弁の 有 

無 を 争 は V、 凡ての 自然 は 極めて 憫れ むべき 啞 児なる 

べし。 然れ ども 常に 無言に して 常に 雄弁なる は、 自然 

に 加 ふるものな きなり。 人間に 若し 自然の 如く 無言な 

る もの あらば、 愛山 生 一 派の 論士は 其の 傍に 来りて、 

爾 何ぞ 能く 言 はざる と 嘲らん か。 

人間の 為す ところ も 亦斯の 如し。 極めて 拙劣なる 生 

涯の 中に、 尤も 高大なる 事業 を 含む こと あり。 極めて 

高大なる 事業の 中に、 尤も 拙劣なる 生涯 を 抱く こと あ 



り。 見る こと を 得る 外部 は、 見る こと を 得ざる 内部 を 

語リ 難し。 盲目なる 世 眼 を 盲目なる 儘に 睨まし めて、 

しんし くうさい ますら を 

真贄な る 霊剣 を 空際に 撃つ 雄士 は、 人間が 感謝 を 払 は 

ずして 恩沢 を 蒙む る 神の 如し。 天下 斯の 如き 英雄 あり、 

為す 所な くして 終リ、 事業ら しき 事業 を 遺す ことなく 

して 去り、 而 して 自ら 能く 甘んじ、 自ら 能く 信じて、 

他界に 遷る もの、 吾人が 尤も 能く 同情 を 表せざる を 得 

ざると h j ろな り。 

吾人 は 記憶す、 人間 は 戦 ふ 為に 生れた る を。 戦 ふ は 

戦 ふ 為に 戦 ふに あらず して、 戦 ふべ きもの あるが 故に 

戦 ふ ものなる を。 戦 ふに 剣 を 以てする あり、 筆 を 以て 



なして、 戦争の 中途に 何れへ か 去る こと を 常と する も 

の あるな り。 

斯の 如き 戦 は、 文士の 好んで 戦 ふところの ものな り。 

斯の 如き 文士 は斯の 如き 戦に 運命 を 委ねて あるな り。 

文士の 前に ある 戦塲 は、 一 局部の 原野に あらず、 広大 

も，. こ 

なる 原野な り、 彼 は 事業 を 齎らし 帰らん として 戦塲に 

赴かず、 必死 を 期し、 原頭の 露と なる を 覚悟して 家 を 

出るな リ。 斯の 如き 戦塲に 出で、 斯の 如き 戦争 を 為す 

は、 文士 をして 兵馬の 英雄に 異ならし むる 所以に して、 

事業の 結果に 於て、 大に相 異なりた る 現象 を 表 はす も 

之 を 以てな り。 



然れ ども 文学 は 事業 を 目的と せざる なり、 文学 は 人 

生に 相 渉る こと、 京 山の 写実主義 ほどになる を 必須と 

せざる なり、 文学 は 敵 を 目掛けて 撃ち か、 る こと、 山 

陽の 勤王 論の 如くなる を 必須と せざる なり、 最後に 文 

学 は必ら ずし も 一人 若しくは 数百 人の 敵、 見るべき の 

敵 を 目掛けて 撃つ を 要せざる なり、 撃と いふ 字 は 山陽 

一 流の 文士に こそ 用 あれ、 愛山の ぎ 謂 空の 空 を 目掛け 

お ま、. 

て 犬に 撃つ 文士に、 何の 用 か あらむ。 山陽 も 撃てり、 

山陽の 撃ちた る 戦 は、 今日に 於て 人に 記憶 せらる ゝな 

り、 然れ ども 其の 撃ちた ると ころ は、 愛山 生の 言 ふ 如 

く 直接に 人生に 相 渉れり、 人生に 相 渉る が 故に 人生 を 



離る、 事 も 亦た 速 ならん とす。 源 頼 朝 は 能く 撃てり、 

然れ ども 其の 撃ちた ると ころ は 速 かに 去れり、 彼 は 一 

個の 大戦 士 なれ ども、 彼の 戦塲は 実に 限 ある 戦塲 にて 

ありし、 西 行 も 能く 撃てり、 シ H クスピ ー ァも 能く 撃 

てり、 ゥォ— ヅォ ルス も 能く 撃てり、 曲 亭馬琴 も 能く 

撃てり、 是 等の 諸 輩も大 戦士な リ、 而 して 前者と 相異 

なる 所以 は 前者の 如く 直接の 敵 を 目掛けて 限 ある 戦塲 

に 戦 はず、 換言すれば 天地の 限な き ミステリ— を目掛 

けて 撃ちた るが 故に、 愛山 生に は 空の 空 を 撃ちた リと 

言 はれん も、 空の 空の 空 を 撃ちて、 星にまで 達せん と 

せし にある のみ。 行いて 頼 朝の 墓 を 鎌 倉 山に 開きて 見 



よ、 彼が 言 はんと 欲する ところ 何事 ぞ。 来りて 西 行の 

さんかし ふ いづ 

姿 を 「山家 集」 の 上に 見よ。 孰れ か 能く 言 ひ、 執れ か 

能く 言 はざる。 

然れ ども、 文士 は 世 を 益せ ざるべからず、 西 行 馬 琴 

の 徒が 益した ると ころ 何物 ぞと、 斯く 愛山 生 は 問 はむ 

ゝ o 

力 

文学の ュ チリ チ— 論、 今日に 始まりた るに あらず、 

吾等の 先祖に 勧善懲悪 説 あり、 吾等の 同時代に 平民 的 

批評家と しての 活用 論者 を、 愛山 生に 得た る も 故な き 

にあらず、 硝子 は 水晶に 比して 活用の 便 あり、 以て 窻 

あまね 

戸 を 装 ふべ し、 以て 洋燈の ホヤと なすべし、 天下 普く 



死した る もの を 葬む る を 得る とい ふ 真理 は、 ナザレの 

人の子 も 之れ を 説け り。 然れ ども 死した る もの ゝ 葬む 

る こと を 得ざる もの ある は、 肉の 力の 撃砕す る こと を 

得ざる もの あると 共に、 他の 一 側に 横 はれる 真理な り。 

一 人の 敵 を 学ぶ の 非なる は、 万人の 敵 を 学びても 猶ほ 

失敗した る 項 羽 すら、 之 を 発見せ り。 万人の 敵 を 学ぶ 

は 百万 人の 敵 を 学ぶ に 如か ざれば ならむ。 百万 人の 敵 

を 学びた る (仮定して) 漢王 も、 亦た 「死 朽」 とい ふ 

不可 算の 敵の 前に は、 無言に して 仆れ たり。 「死 朽」 と 

いふ 敵に 対して、 吾人 は 吾人の 刀剣 を 揮 ふこと、 愛山 

生の 所謂 英雄 剣 を 揮 ふ 如くす る も、 成敗の 数 は 始めよ 



リ 定まりて ある 如く、 吾人 は 自然 (力と しての) の 前 

に 立ちて 脆弱なる 勇士に て あるな り。 

フ才— ス 

「 力 」 としての 自然 は、 眼に 見えざる、 他の 言葉に 

て 言へば 空の 空なる 銃鎗を 以て、 時々 刻々 「肉」 とし 

くさな き つるき 

ての 人間に 迫り 来るな り。 草 薙の剣 は 能く 見 ゆる 野 

い へ ども 

火 を 薙ぎ尽 したりと 雖 、 見えざる 銃鎗 は、 よも ゃ薙 

ぎ尽 せま じ。 英雄 をして 剣 を 揮 はしむ る は、 見る 可き 

敵に 当れば なり、 文章 をして 京 山 もしくは 山陽の 如く 

世 を 益す るが 為め と、 人世に 相 渉らし むる が 為に 戦 は 

しむる は、 見るべき 実 (即ち 敵) に 当ら しむる が 為な 

り。 然れ ども 空の 空なる 銃 鎗を迎 へて 戦 ふに は、 空の 



振り向きて 嘲りた る 者 を 見 もせ まじ、 然れ ども 斯く嘲 

リ たる 平民 的 短歌の 史論 家 (同じく 愛山 生) と 時 を 同 

ごんぎ やう 

うして 立 つ の 悲し さは、 無言 勤行 の 芭蕉より 其詞句 

の 一 を 仮り 来って、 わが 論陣 を 固む るの 非礼 を 行 は ざ 

る を 得ず。 古池の 句 は 世に 定説 ありと 聞けば 之 を 引か 

ず、 一 層 簡明なる 一 句、 余が 浅学に 該当する もの あれ 

ば、 暫 らく 之 を 論ぜん と 欲す。 其 は、 

明月 や 池 を めぐりて よもすがら 

の 一 句な り。 

池の 岸に 立ちた る 一 個人 は 肉 を もて 成りた る 人間な 

る こと を 記憶せ よ。 彼 はすべ ての 愛 縛、 すべての 執着、 



視る 仕方の 後 を 言 ふ 言葉 は AnniWlation の 外な かる 

べし。 彼 は 実 を 忘れた るな り、 彼 は 人間 を 離れた るな 

り、 彼 は 肉 を 脱した るな り。 実 を 忘れ、 肉 を 脱し、 人 

とけん ゆく <9i 

間 を 離れて、 何処に か 去れる。 杜鵑の 行衛 は、 問 ふこ 

と を 止めよ、 天涯 高く 飛び去りて、 絶対的の 物、 即ち 

Idea にまで 達した るな り。 

彼 は 事実の 世界 を 忘れた るに あらず、 池 を めぐりて 

両三 回す る は 実 を 見 貫く 心 ありて なリ、 実は 自然の 一 

側な り、 而 して 実 を 照らす もの も 亦た 自然の 他の 一 側 

なり、 実は 吾人の 敵と なりて、 吾人に 迫る こと を 為せ 

ども、 他の 一 側なる 虚は、 吾人の 好 友と なりて、 吾人 



を 導きて 天涯にまで 上らし むるな リ、 池 面に うつ リ出 

たる 団々 たる 明月 は、 彼 をして 力と しての 自然 を 後へ 

に 見て、 一 躍して 美妙なる 自然に 進み 入らし めたり。 

サブ ライムと は 形の 判断に あらず して、 想の 領分な 

り、 即ち 前に 云 ひたる 池 を めぐりて よもす がらせる 如 

き 人の、 一 躍して 自然の懐 裡に 入りた る 後に、 彼処に 

て 見出すべき 朋友 を 言 ふなり。 この 至 真 至誠なる 朋友 

を 得て、 而 して 後、 夜 を 徹する まで 池 をめ ぐるの 味 あ 

るな り。 池 をめ ぐる は Nothingness をめ ぐるに あら 

ず、 この 世なら ぬ 朋友と 共に、 逍遙 遊す る を 楽しむ 為 

にす るな り。 



造化 主 は 吾人に 許す に 意志の 自由 を 以てす。 現象 世 

界に 於て 煩悶 苦戦す る 間に、 吾人 は 造化 主の 吾人に 与 

た うが い 

へたる 大活機 を 利用して、 猛虎の 牙 を 弱め、 倒 崖の 根 

を 堅う する こと を 得るな り。 現象 以外に 超 立して、 最 

後の 理想に 到着す るの 道、 吾人の 前に 開けて あり。 大 

自在の 風雅 を 伝道す る は、 此の 大活機 を 伝道す るな り、 

何ぞ 英雄 剣 を 揮 ふと 言 はむ。 何ぞ 為す ところ あるが 為 

と 言 はむ。 何ぞ 人世に 相 渉らざる 可から ずと 言 は む 。 

空 の 空の 空 を 撃 つ て、 星にまで 達する y J と を 期す ベ し、 

俗世 をして 俗世の 笑 ふま ゝに笑 はしむべし、 俗世 を 済 

せ 又す る は 浴 世に 喜ばる ゝが 為なら ず、 肉の 剣 はいか ほ 



して 風雨の 外より 犯す 時、 雷電の 上より 襲 ふ 時、 慄然 

として 恐怖す る を 以て 自らの 運命と あきらめん とす。 

霊性 的の 道念に 逍遙す る もの は、 世界 を 世界 大の 物と 

認 むる こと を 知る、 而 して 世界 大の 世界 を 以て、 甘心 

自足すべき 住宅と は 認めざる なリ、 世界 大の 世界 を 離 

れて、 大大大 の 実在 を 現象 世界 以外に 求む るに あら 

ずん ば、 止まざる なり。 物質的 英雄が 明晃々 たる 利 

剣 を 揮って、 狭 少なる 家屋の 中に 仇敵と 接戦す る 間に、 

彼は大 自在の 妙 機 を 懐に して 無言 坐す るな リ。 

悲しき Limit は 人間の 四面に 鉄壁 を 設けて、 人間 を 

して、 或る 卑 野なる 生涯 を 脱する こと 能 は ざら しむ。 



業 家の外な きに 至らん こと 必 せり。 

頭 を もたげよ、 而 して 視ょ、 而 して 求めよ、 高遠な 

る 虚想を 以て、 真に 広 潤なる 家屋、 真に 快 美なる 境地、 

なん ぢ 

真に 雄大なる 事業 を視 よ、 而 して 求めよ、 爾の 

Longing を 空際に 投げよ、 空際より、 爾が 人間に 為す 

べきの 天職 を捉り 来れ、 嗚呼 文士、 何す れぞ局 促と し 

て 人生に 相 渉る を 之れ 求めむ。 

(明治 一 一十 六 年 二月) 



底本" 「現代 日本 文學 大系 6 北 村 透 谷 • 山路 愛山 集」 

筑摩 書房 

1969 (昭和^) 年 6 月 5 日 初版 第 ー 刷 発行 

1985 (昭和^) 年：： 月^日 初版 第 ほ 刷 発行 

初出 ： 「文 學界 一 ー號」 女 學雜誌 社 

1893 (明治^) 年 2 月が 日 

入力 .. kmlmille 

校正 ： 鈴 木 厚司 

2 5年ー月^日作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



